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最 終 更 新 日 ： 2019 年 4 月 5 日

活 動 名 称
(40 字以内 )

カンキツの収穫・販売体験から中山間地域の底力を考える

団 体 名 等 柑橘農家ファーム竹本

3 人フィールドワーク体験活動

研究室体験活動

参加資格等
学部前期・後期課程学生

全日程参加可能なことをプラスに考慮する。

活 動 区 分

ボランティアなどの社会貢献活動

選 考 方 法

先着順

国際交流体験活動 書類審査

就労体験活動 面接

農林水産業・地域体験活動

募 集 人 数

活 動 期 間 主な活動場所 広島県江田島市
2020/3/15(日) 2020/3/20(金)

6 日　間

7,500

外食 6,000

目 的 島嶼部中山間地ならではの農家体験をとおして、日本の「田舎」について考えを深める

具体的な内容
（８００字程度）

活動場所である広島県江田島市は、広島市の沖合7.5kmほどに位置する能美島・江田島を
主体とする自治体である。人口は戦後から減少が続き2019年1月現在およそ2.4万人となって
いる。就業人口に占める農業従事者の割合はおよそ1割で、その約70％が65歳以上の高齢
者である。近年、農業の担い手不足と相俟って鳥獣害の多発や放棄竹林の拡大により営農
や景観維持に困難が生じているなど、他の多くの中山間地域と同様の問題を抱えている。
　本体験活動では柑橘農家ファーム竹本に合宿し、農家と生活をともにしながら晩柑類の収
穫、調製（出荷準備）等の作業について実習する。また圃場での作業に留まらず、近郊の
スーパーマーケット産直コーナーへの出荷・陳列作業も体験する。なお販売状況はインター
ネットサービスを介して確認することができ、それをふまえて農家とともに出荷販売計画に知
恵を絞ってもらいたい。
　一農家での実習に留まらず、農業生産の背景にある自然環境や社会環境への理解を深め
るため、合宿期間中に1日間を割いて江田島市内の視察をおこなう。視察候補としては、地域
で活躍する事業者や地域おこし協力隊での活動体験などがあげられ、視察ルート沿いの要
所要所で農地や山林の管理状況も観察することができる。2018年度はホームステイ先以外
の地域住民との懇談や、地域おこし協力隊員との懇親会の機会も設けた。また、交流促進施
設の見学などをつうじて、望まれる「交流」のあり方について考えを深めた。意欲ある学生
は、江田島市のホームページなどを参考にしながら、見学先候補をメールで提案してほしい。
　なお実施日以前（例年1月中）に、活動の概要や注意事項の伝達のためのミーティングをお
こなう予定である。またその際に、各自が持つ中山間地域に対してのイメージを共有したい
ので、考えるきっかけとなる簡単な事前学習課題をあらかじめ課す。
　以上、短期間ではあるがリアルな「田舎暮らし」の一端を体験することで、そのメリット・デメ
リットや将来像について各自の感じ方や考えを深めることを目指す。体験から得た共感的な
気づきを、部外者としての自由な発想で昇華し、地域の課題解決のためのフィードバックを返
して頂けることを、参加者には大いに期待している。

備 考

・安全に野外活動をおこなうための注意事項を事前に学習しておくこと。
下記ウェブサイトの『野外活動における安全衛生・事故防止指針』が参考になる（学内専用）。
http://www.u-tokyo.ac.jp/stu04/yagai.html
・広島市南区の広島港（宇品港）に集合する。活動実施後、江田島市能美町の中町港にて解散。
・宿泊は農家にホームステイする。(予約不要)
【準備するもの】・農作業に適した暖かい服装、寝間着、常備薬。
・落選の場合にも別日程で滞在が可能なことがあるので、希望者は実施担当者（竹本周平：
0614ts@gmail.com）に連絡されたい。

ウェブサイト等
ファーム竹本のホームページ
https://sites.google.com/site/farmtakemoto/

入浴（外湯） 600
奨励金額 35,000 円

計 54,100

参加するための

費用※

内　訳（1名当たり） その他※特記事項は以下に記載

交通費 40,000 ★交通費は、東京駅発着、新幹線利用として計算。　★広島市南区の広島港
（宇品港）に集合する。活動実施後、江田島市能美町の中町港にて解散。　★
宿泊費は1泊あたり1500円でファームでの食費を含む。　★外食は昼食2回分と
懇親会費の概算。入浴は外湯利用1回分。

宿泊費


